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運用報告書（全体版） 

好配当優良株 
ジャパン・オープン 

 

 
 

第29期（決算日：2019年７月25日） 

第30期（決算日：2019年10月25日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「好配当優良株ジャパン・オープ

ン」は、去る10月25日に第30期の決算を行いましたの

で、法令に基づいて第29期～第30期の運用状況をま

とめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2021年４月23日まで（2012年５月18日設定） 

運用方針 
ファミリーファンド方式により、信託財産の
成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

ジャパン株式インカム マザー
ファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の金融商品取引所上場（こ
れに準ずるものを含みます。）株式 

運用方法 

・わが国の金融商品取引所上場（これに準ず
るものを含みます。）株式を実質的な主要投
資対象とし、信託財産の成長を目指して運
用を行います。 

・連続増配銘柄のうち、好配当優良株＊を中心
に投資します。 
＊ 好配当優良株とは、以下のような特徴を併せ持つ

と委託会社が判断する銘柄をいいます。 

① 配当の持続性が相対的に高い、② 財務の健全

性が相対的に高い、③ 予想配当利回りが相対的に

高い 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・マザーファンドへの投資割合
は、制限を設けません。 

・株式への実質投資割合は、制限
を設けません。 

・株式以外の資産への実質投資割
合は、原則として信託財産総額
の50％以下とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資は、制限を設けま
せん。 

・株式以外の資産への投資は、原
則として信託財産総額の50％
以下とします。 

分配方針 

毎年１、４、７、10月25日（休業日の場合は翌
営業日）に決算を行い、収益分配方針に基づい
て分配を行います。分配対象額の範囲は、経費
控除後の配当等収益と売買益（評価益を含み
ます。）等の全額とします。基準価額水準、市
況動向、残存信託期間等を勘案して、分配金額
を決定します。（ただし、分配対象収益が少額
の場合には分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

148099 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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好配当優良株ジャパン・オープン

ファンドマネージャーのコメント

戦略運用部
ファンドマネージャー

松田　淳

当作成期（過去６ヵ月）の運用で主眼においたポイント
をご説明させていただきます。

連続増配銘柄＊１のなかから、好配当優良株＊２を中心に計
量的なアプローチを用いて投資を行いました。

＊１ 主として一定期間の修正１株当たり配当金（年額。
株式分割および株式併合等を考慮します。）が増加
し､ または減少しなかった銘柄とします｡

＊２ 配当の持続性や財務の健全性が相対的に良好で、予
想配当利回りが相対的に高いと委託会社が判断する
銘柄をいいます。

第30期末における主な投資のポイント
当作成期の国内株式市場は、米中貿易戦争が先鋭化する
なか世界景気の先行き不透明感が強く意識され軟調と
なったのち、米中通商協議が進展をみせたことから過度
な懸念が後退し、上昇しました。

こうした投資環境のもと、当ファンドでは引き続き連続
増配銘柄のなかから好配当優良株を中心に計量的なアプ
ローチを用いてポートフォリオを構築するプロセスを堅
持し、運用してまいりました。
これは、当ファンドの中長期的な収益の源泉は連続増配
銘柄の好配当利回り効果にあると考えており、このよう
な戦略を着実に実施することが重要であるとの考えに基
づき運用したものです。また、定量的なアプローチを主
体としているため、運用者の行動バイアス（偏見・先入
観）から一定の距離感を持って運用できるところに利点
があると考えています。

この結果、米中貿易戦争の影響が相対的に高いとみられ
る機械、ガラス・土石製品、電気機器などに属する銘柄
の株価下落がマイナスに作用したものの、国内に収益基
盤のある建設業、情報・通信業に属する銘柄や株主還元
に積極的な銀行業に属する銘柄などの株価上昇がプラス
に寄与し、基準価額（分配金再投資ベース）は当作成期
首に比べて上昇しました。

今後の運用方針
引き続き連続増配銘柄の動向や予想配当利回りの水準、
各企業の配当に関する考え方、業績の方向性などに留意
し、計量的なアプローチを主体に運用していく方針です。

好配当優良株ジャパン・オープン
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好配当優良株ジャパン・オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＴＯＰＩＸ500配当込み指数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

21期(2017年７月25日) 21,075 100 4.2 1,733.95 6.1 98.3 － 3,091 

22期(2017年10月25日) 22,932 100 9.3 1,893.98 9.2 97.1 － 3,208 

23期(2018年１月25日) 24,331 100 6.5 2,038.70 7.6 98.5 － 3,184 

24期(2018年４月25日) 23,441 100 △3.2 1,927.44 △5.5 97.6 － 2,955 

25期(2018年７月25日) 22,801 100 △2.3 1,918.01 △0.5 97.7 － 2,721 

26期(2018年10月25日) 20,899 100 △7.9 1,771.63 △7.6 96.5 － 2,472 

27期(2019年１月25日) 20,554 100 △1.2 1,744.33 △1.5 98.4 － 2,722 

28期(2019年４月25日) 20,644 100 0.9 1,822.28 4.5 97.3 － 2,673 

29期(2019年７月25日) 19,705 100 △4.1 1,777.44 △2.5 98.2 － 2,559 

30期(2019年10月25日) 20,812 100 6.1 1,877.04 5.6 96.7 － 2,784 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ＴＯＰＩＸ500配当込み指数は、（株）東京証券取引所及びそのグループ会社（以下、「東証等」という。）の知的財産であり、指数の算出、

指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウは東証等が所有しています。なお、当ファンドは、東証等により提供、

保証又は販売されるものではなく、東証等は、当ファンドの発行又は売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有しません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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好配当優良株ジャパン・オープン

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＴＯＰＩＸ500配当込み指数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

第29期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年４月25日 20,644 － 1,822.28 － 97.3 － 

４月末 20,564 △0.4 1,820.34 △0.1 95.3 － 

５月末 18,993 △8.0 1,701.09 △6.7 96.4 － 

６月末 19,594 △5.1 1,749.67 △4.0 98.0 － 

(期  末)       

2019年７月25日 19,805 △4.1 1,777.44 △2.5 98.2 － 

第30期 

(期  首)       

2019年７月25日 19,705 － 1,777.44 － 98.2 － 

７月末 19,450 △1.3 1,762.62 △0.8 98.8 － 

８月末 18,583 △5.7 1,705.58 △4.0 95.8 － 

９月末 20,013 1.6 1,809.63 1.8 95.2 － 

(期  末)       

2019年10月25日 20,912 6.1 1,877.04 5.6 96.7 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第29期～第30期：2019年４月26日～2019年10月25日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 9 期 首 20,644円
第 3 0 期 末 20,812円
既払分配金 200円
騰 落 率 1.8％

（分配金再投資ベース）

（円） （百万円）
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参考指数：左目盛

純資産総額：右目盛 基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

好配当優良株ジャパン・オープン
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基準価額の主な変動要因

基準価額は当作成期首に比べ1.8％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

米中貿易戦争が先鋭化し世界景気の先行き不透明感が強く意識さ
れ、業績動向がグローバルな景気動向に左右されやすい銘柄を中
心に軟調となるなか、国内に収益基盤のある建設業、情報・通信
業に属する銘柄や株主還元に積極的な銀行業に属する銘柄などを
中心とした株価上昇が基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

好配当優良株ジャパン・オープン
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第29期～第30期：2019年４月26日～2019年10月25日

投資環境について

  国内株式市況
当作成期の国内株式市場は、米中貿易戦
争が先鋭化するなか世界景気の先行き不
透明感が強く意識され軟調となったのち、
米中通商協議が進展をみせたことから過
度な懸念が後退し、上昇しました。
国内株式市場は、米国による対中関税の
引き上げやこれを受けた中国による報復
関税など米中貿易戦争の激化のほか、米
国の対メキシコ追加関税が報じられたこ
となどから世界経済の先行き不安が台頭
し、令和の始まりに大幅調整しました。
その後、米中貿易交渉の進展期待や米国
の予防的利下げへの期待感などから戻り

を試す場面もあったものの、2019年８月
にトランプ米大統領が3,000億ドル相当
の中国製品に対し10％の制裁関税を課す
と発表すると、為替の円高・ドル安進行
や世界経済の先行き不安などと相まって
国内株式市場は下値模索となりました。
当作成期末にかけては、トランプ米大統
領が米中貿易協議を再開するとの方針を
表明すると国内株式市場は上昇に転じ、
米国企業業績の好転期待や米中貿易協議
が前進したことのほか、国内企業業績の
底入れ期待などを背景に国内株式市場は
上昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  好配当優良株ジャパン・オープン
ジャパン株式インカム　マザーファンド
受益証券の組入比率をおおむね99％以上
に保ち、実質的な運用はマザーファンド
で行いました。

  ジャパン株式インカム　マザーファ
ンド
わが国の金融商品取引所上場（これに準
ずるものを含みます。）株式を主要投資対
象とし、配当利回りに着目し、高水準の

インカムゲインの確保と中長期的な値上
がり益の獲得による信託財産の成長をめ
ざしました。
当作成期も引き続き、連続増配銘柄の動
向や予想配当利回りの水準、各企業の配
当に関する考え方や継続性、業績の方向
性などの観点から組入銘柄を精査しまし
た。
前記の結果、当作成期は以下の通りポー
トフォリオの調整を実施しました。
2019年６月は、ポートフォリオの配当利

好配当優良株ジャパン・オープン
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回りの引き上げなどを目的に保有比率調
整を実施し、清水建設などを新規に買い
付け、イオンフィナンシャルサービスな
どを買い増した一方、ＳＢＩホールディ
ングスなどを全株売却し、科研製薬など
を一部売却しました。銘柄入替前後での
業種比較は、化学、その他金融業、精密
機器などの構成比率を引き上げ、電気機
器、証券、商品先物取引業、小売業など
の構成比率を引き下げました。
８月は、配当に対する利益水準の低下を
懸念し、ＮＴＮ、セブン銀行などを全株

売却しました。
９月は、ポートフォリオのリスク低減な
どを目的に保有比率調整を実施し、三井
住友建設などを新規に買い付け、三井住
友トラスト・ホールディングスなどを買
い増した一方、ＪＳＲなどを全株売却し、
積水ハウスなどを一部売却しました。銘
柄入替前後での業種比較は、銀行業、電
気・ガス業、電気機器などの構成比率を
引き上げ、化学、その他金融業、サービ
ス業などの構成比率を引き下げました。

第29期～第30期：2019年４月26日～2019年10月25日

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はTOPIX500配当込み指数です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

第29期
2019/４/25 ～
2019/７/25

第30期
2019/７/25 ～
2019/10/25

－10.0

－5.0

0.0

5.0

10.0
ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

好配当優良株ジャパン・オープン

― 7 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_793368.indd   703_コメント-費用-TER_10pt_793368.indd   7 2019/12/04   9:29:142019/12/04   9:29:14



9

好配当優良株ジャパン・オープン

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  好配当優良株ジャパン・オープン
引き続き、ジャパン株式インカム　マ
ザーファンド受益証券を高位に組み入れ、
マザーファンドを通じて株式運用を行っ
ていく方針です。

  ジャパン株式インカム　マザーファ
ンド
引き続き、わが国の金融商品取引所上場
株式を主要投資対象とし、これらの株式
を高位に保つ方針です。
連続増配銘柄の動向や予想配当利回りの
水準、各企業の配当に関する考え方、業
績の方向性などに留意し、計量的なアプ
ローチを主体に運用していく方針です。

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第29期 第30期
2019年４月26日～2019年７月25日 2019年７月26日～2019年10月25日

当期分配金（対基準価額比率） 100（0.505％） 100（0.478％）

当期の収益 － 100

当期の収益以外 100 －

翌期繰越分配対象額 12,874 13,103

好配当優良株ジャパン・オープン
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2019年４月26日～2019年10月25日

１万口当たりの費用明細

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

項目
第29期～第30期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 111 0.570 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 42) (0.217) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 63) (0.326) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  5) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 111 0.572

作成期中の平均基準価額は、19,450円です。

好配当優良株ジャパン・オープン
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（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.14％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.05％

運用管理費用（販売会社）
0.65％

運用管理費用（投信会社）
0.43％

総経費率
1.14％

その他費用
0.00％

好配当優良株ジャパン・オープン
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○売買及び取引の状況 (2019年４月26日～2019年10月25日) 

 

銘 柄 
第29期～第30期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ジャパン株式インカム マザーファンド 163,231 286,256 141,485 254,008 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年４月26日～2019年10月25日) 

 

項 目 
第29期～第30期 

ジャパン株式インカム マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 12,209,808千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 9,988,213千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.22   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年４月26日～2019年10月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

＜ジャパン株式インカム マザーファンド＞ 

種       類 
第29期～第30期 

買 付 額 売 付 額 第30期末保有額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 239 300 377 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＵＦＪリース、日立キャピタルです。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

利害関係人の発行する有価証券等 
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○組入資産の明細 (2019年10月25日現在) 

 

銘 柄 
第28期末 第30期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン株式インカム マザーファンド 1,448,987 1,470,733 2,770,567 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年10月25日現在) 

項 目 
第30期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン株式インカム マザーファンド 2,770,567 98.8 

コール・ローン等、その他 34,803 1.2 

投資信託財産総額 2,805,370 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第29期末 第30期末 

2019年７月25日現在 2019年10月25日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,590,570,947   2,805,370,796   

 コール・ローン等 33,174,988   34,802,845   

 ジャパン株式インカム マザーファンド(評価額) 2,557,395,959   2,770,567,951   

(B) 負債 31,371,350   20,874,090   

 未払収益分配金 12,987,242   13,379,474   

 未払解約金 11,149,568   122,387   

 未払信託報酬 7,206,999   7,344,266   

 未払利息 74   15   

 その他未払費用 27,467   27,948   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,559,199,597   2,784,496,706   

 元本 1,298,724,234   1,337,947,492   

 次期繰越損益金 1,260,475,363   1,446,549,214   

(D) 受益権総口数 1,298,724,234口 1,337,947,492口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,705円 20,812円 
 
 

 

  

親投資信託残高 
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○損益の状況 

項 目 
第29期 第30期 

2019年４月26日～ 
2019年７月25日 

2019年７月26日～ 
2019年10月25日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △        3,024   △        2,438   

 受取利息 2   39   

 支払利息 △        3,026   △        2,477   

(B) 有価証券売買損益 △   98,263,750   168,532,271   

 売買益 2,532,491   173,295,161   

 売買損 △  100,796,241   △    4,762,890   

(C) 信託報酬等 △    7,234,466   △    7,372,214   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  105,501,240   161,157,619   

(E) 前期繰越損益金 153,762,576   33,575,476   

(F) 追加信託差損益金 1,225,201,269   1,265,195,593   

 (配当等相当額) (  1,106,780,083)  (  1,190,245,245)  

 (売買損益相当額) (    118,421,186)  (     74,950,348)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,273,462,605   1,459,928,688   

(H) 収益分配金 △   12,987,242   △   13,379,474   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,260,475,363   1,446,549,214   

 追加信託差損益金 1,225,201,269   1,265,195,593   

 (配当等相当額) (  1,106,801,345)  (  1,192,062,065)  

 (売買損益相当額) (    118,399,924)  (     73,133,528)  

 分配準備積立金 565,207,450   561,085,332   

 繰越損益金 △  529,933,356   △  379,731,711   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 1,295,025,054円 

作成期中追加設定元本額 150,194,076円 

作成期中一部解約元本額 107,271,638円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末2.0812円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年４月26日～ 
2019年７月25日 

2019年７月26日～ 
2019年10月25日 

費用控除後の配当等収益額 －円 41,831,779円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 

収益調整金額 1,106,801,345円 1,192,062,065円 

分配準備積立金額 578,194,692円 532,633,027円 

当ファンドの分配対象収益額 1,684,996,037円 1,766,526,871円 

１万口当たり収益分配対象額 12,974円 13,203円 

１万口当たり分配金額 100円 100円 

収益分配金金額 12,987,242円 13,379,474円 
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○分配金のお知らせ  

 第29期 第30期 

１万口当たり分配金（税込み） 100円 100円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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